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【目的1精子細胞内へ の カ ル シ ウ ム の 流入が先体

反応 を誘起す る事 が 知 ら れ て い る 。 私達 は

Progesterone（P）、　　prostaglandin　El（PGE1）、

prostaglandinE2 （PGE2＞カ§精子細胞 内へ の カ ル シ

ウ ム の 流 入 を起 こ し、P に よ る精子細胞 内カ ル シ

ゥ ム濃度 （［Ca2・］i）の 上昇 と　Sperm　 Penetration

Assay に に よる精子受精能 との 間に相 関がある こ

とを報告 した 。 今回 、 IVF一肛 を施行 した患者の 精

子細胞内カ ル シ ウ ム 濃度 を測定 し、受精率との 関

係 を検討 した 。 【方法 】当院で IVF−ETを施行 した

患者の 媒精時の 精子 を 10％ 妻血 清を含んだ MEMで

37℃で 18時間培養後、Pl μ g／皿 1ある い はPGE160

μ g／ml 添加後の ［Ca2＋］iの 変化 を測定 した 。 ［Ca2’］i

の 測定 に はFura−2AM法を用 い
、 7．5x　106／m　1の 運動

精子を 2μMのFura−2AMと45分間37℃で培養し各薬

剤添加後の ［Ca2・］iを分光蛍光光度計で 測定した 。

【成績】1＞IVF−ETで の受精率 を70％以上 と70％

未満に分類 した と こ ろ 、P添加後 の ［Ca2＋

］iの ％

increaseは前者で は419± 225（n42 ）、 後者で は30

± 19（n ＝3）で あり、 PGE1添加後で は そ れ ぞ れ 207±

64（n＝9）、8（n ＝1）で あ っ た 。 2）WHOの 基準で 正 常

精液所見群 と異常精液所見 群 に 分類 し た とこ ろ 、

P添加後 の ［Ca2・］iの ％ increaseは前者で は446±

271（n＝10）、後者で は 132± 69（n＝3）で あ り、 PGEi

添加後で はそれぞれ 233± 80（n＝7）、 81士 51（n＝3＞

で あ っ た 。 3）精液所見正常 に もかか わ らず受精

率 が 20％ と低 か っ た 患 者 の P、PGE　1添 加後 の

［Ca2・］iの ％ increaseはそれぞれ 21％ 、 8％ と低値

で あ っ た。　 【結 論】Pや PGE1に対 す る ［Ca2・］iの 反応

性 は精子受精能を反 映 し て い る と考 え られ る 。

「目的」Platelet　activating 　factor（PAF ）が粘 r’先体反

応に促 進的に作用する こ とを報告 して きた が、そ

の 機序に関 して は十分に 解明 され て い な い
。 今同、

PAF に よる先体反 応誘起機構に お け る情報伝達機

構を明 らか に する 目的で 各種 プ ロ テ イ ン キ ナ
ーゼ

阻害剤 を用 い 検討した。　「方法」 1，Swim 　 up 法に

て 得 られ た 精子 を 5 時 間 前培 養 後PKc 阻害 剤

CalphostinC （50nM ，100nM ），PKA 阻害 剤 KT5720

（50nM ，10enM ），　PKG 阻害剤 KT5823 （234nM ，468nM ）

で 15 分間前処理 した後PAF10 −7M を添加 し 1 時間

後の先体反応出現 率をFiTC −PSA 法 に よ り検討 した 。

2，　Tyrosine　K血ase 阻害剤 Genistein（20μ g！ml ）を用

い 同様 に前処理 した後PAF を添加 し先体反応出現

率 を検 討 した 。 　「成 績」 LCalphostinC50nM ，

100nM ，添加群 の 先体反応出現率は各々 18．6± 4．3％ 、

13．3± 1．3・／． で 、 PAF に よ る 先 体反応誘起 （34 ，5±

4．3％）を用量 依存性に抑制 し，100nM 添加群で は

対照群 と差は認め られ なか っ た 。 2．KT5720 （5〔  M ）

お よびKT5823 （234nM ）添加時の先体反応 出現率は

各 々 23．3±5．1％ 、 22．4± 8．6％ とPAF 月tぢ虫ih．　JJ［ll洋1こ

比 し有意 に 先体反応出現率 を抑制 した が 、高濃度

の 聞害剤の 添加 に よ っ て も完全 な抑制には 至 らな

か っ た。3．Geni　gtein添加群で は PAF に よる先体反応

誘起 の 抑制は認め られ な か っ た 。　 「結論」PAF に

よ る先体反応誘起機構はProtein　KinaseCを介する機

構が 1・1？− i経路で ある が 、Protein　Kinase　A ，　G と も ク

ロ ス ト
ー

クを示すこ とが示唆された。
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